
第918号 
北近畿をリードする創造性あふれるまち　福・知・山 

平成
23（2011）年

3 1

　　号のおもな内容
市民の信頼回復に向けて
　たゆまぬ努力を続けます
健康づくりを進めよう!!「福知山市健康増進計画」
福知山市オフィシャルホームページをリニューアル
国民文化祭コーナー
ふくちねっと・みどりのなかまコーナー
　ほか

3
1

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 

　昨年に引き続き、２月５日（土）、６日（日）の両日、夜久野ふれあ
いプラザ（下町）で福知山市市民参加型人権劇「鳥たちの舞うと
き」が上演されました。
　この舞台は、市民のみなさんが演者として出演し、また衣装、
大道具、小道具や舞台照明、音響などのスタッフも手がけるな
ど、スタートから１年半掛けた制作の成果を発表され、舞台上の
みなさんの熱気が満席となった観客席を引き込み、熱い舞台と
なりました。
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■
概　

要

　

平
成　

年
８
月
か
ら
の
下
水
道

２１

水
洗
化
（
公
共
下
水
道
や
農
業
集

落
排
水
施
設
）
を
促
進
す
る
た
め

の
現
地
調
査
に
お
い
て
、
既
に
水

洗
化
し
て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

下
水
道
使
用
料
ま
た
は
農
業
集
落

排
水
使
用
料
が
賦
課
（
請
求
）
で

き
て
い
な
い
家
屋
が
多
数
見
つ
か

り
ま
し
た
。

・
推
定
未
賦
課
総
額
１
億
３
６
８

３
万
円
（
４
８
９
件
）
、
時
効

消
滅
賦
課
額
６
９
８
５
万
円

（
３
０
５
件
）
、
う
ち
不
適
切

な
事
務
処
理
に
よ
る
も
の
１
４

１
０
万
円
（
１
５
２
件
）

■
今
後
の
対
応

・
無
届
業
者
を
処
分
し
ま
す
。

・
不
適
切
な
事
務
処
理
に
伴
う
損

失
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
職

員
（
退
職
職
員
も
含
む
）
で
一

部
を
補
填
し
ま
す
。

・
再
発
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
ま
す
。

■
概　

要

　

福
知
山
市
土
地
開
発
公
社
が
決

算
処
理
を
行
う
際
に
、
用
地
売
却

収
益
が
用
地
取
得
原
価
を
上
回
り

利
益
が
見
込
め
る
場
合
な
ど
に
、

そ
の
一
部
で
も
っ
て
他
に
所
有
す

る
土
地
の
簿
価
を
当
期
末
に
引
き

下
げ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

平
成　

年
４
月

２２

　

下
水
道
使
用
料
の
賦
課
漏
れ

（
一
部
）
を
確
認
・
公
表

平
成　

年
５
月

２２

　

福
知
山
市
土
地
開
発
公
社
の

不
適
切
な
決
算
処
理
を
公
表

平
成　

年
９
月

２２

　

下
水
道
使
用
料
の
賦
課
漏
れ

（
全
体
）
を
整
理
・
公
表

平
成　

年　

月

２２

１１

　

国
庫
補
助
事
業
（
国
土
交
通
省

所
管
）
に
お
け
る
会
計
検
査
院
の

指
摘
事
項
を
公
表

　

情
報
公
開
規
程
の
制
定
な
ど
の

福
知
山
市
土
地
開
発
公
社
の
適

正
化
策
と
財
団
法
人
福
知
山
市

土
地
開
発
公
社
の
解
散
を
公
表

平
成　

年　

月

２２

１２

　

年
末
年
始
勤
務
に
お
け
る
超

過
勤
務
手
当
の
上
乗
せ
支
給
を

公
表下

水
道
使
用
料
の
賦
課
漏
れ

福
知
山
市
土
地
開
発
公
社

の
不
適
切
な
決
算
処
理

市市民民のの信信頼頼回回復復にに向向けけてて
たたゆゆままぬぬ努努力力をを続続けけまますす。。

　昨年、「下水道使用料の 賦  課 漏れ」、「福知山市土地開発公社の不適切な決算処理」、「国庫
ふ か

補助事業の不適正な経理処理」、「年末年始勤務における超過勤務手当の上乗せ支給」と、相次
いで発覚した不祥事について、その概要と今後の対応、職員の処分などについてお知らせします。

■職員課（℡２４-７０３４・ＦＡＸ２３-６５３７）

　全体の奉仕者として、法を守り市民の模範となるべき私たち公務員が、このように

度重なる不祥事を引き起こしたことで、市民の皆様との信頼関係を根底から揺るがし、

市政運営に計り知れない影響を与えたことにつきまして、大変申し訳なく思っており

ます。

　今回の不祥事を重く受け止め、その責任として私を始めとする関係職員の処分を

行ったところですが、こうした対応だけで、不祥事が根絶できたり、市民の満足が得

られるものではありません。

　今後このような不祥事を繰り返さないために、私を先頭に職員全員が 襟 を正して再
えり

発防止に取り組み、 法  令  遵  守 を徹底するとともに、 前  例  踏  襲 と決別することで、市民
ほう れい じゅん しゅ ぜん れい とう しゅう

の皆様の信頼回復に努めてまいります。
　　平成２３年３月

福知山市長　　　　　　　　　　　
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■
今
後
の
対
応

・
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る

法
律
違
反
に
よ
り
、
関
係
者
４
人

を
過
料
処
分
に
科
す
べ
き
者
と
し

て
、
平
成　

年
２
月
８
日
付
け
で

23

京
都
地
方
裁
判
所
福
知
山
支
部
に

申
立
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

・
平
成　

年
３
月　

日
を
も
っ
て
財

２３

３１

団
法
人
福
知
山
市
開
発
公
社
を
解

散
し
ま
す
。

・
福
知
山
市
土
地
開
発
公
社
の
抜
本

的
な
経
営
健
全
化
を
検
討
す
る
た

め
の
第
三
者
委
員
会
を
設
置
す
る

予
定
で
す
。

■
概　

要

　

平
成　

年
１
月
の
会
計
検
査
院
に

２２

よ
る
実
地
検
査
に
お
い
て
、
国
土
交

通
省
所
管
の
平
成　

年
度
か
ら
平
成

１５

　

年
度
ま
で
の
国
庫
補
助
事
業
に
つ

２０い
て
、
事
務
費
の
取
扱
い
に
一
部
不

適
正
な
経
理
処
理
が
あ
っ
た
と
の
指

摘
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
市
の
自
主

調
査
の
結
果
、
農
林
水
産
省
所
管
の

国
庫
補
助
事
業
に
係
る
事
務
費
な
ど

に
も
不
適
正
な
経
理
処
理
が
あ
り
ま

し
た
。

（会計検査院実地検査によるもの）
【国土交通省所管の補助事業】

８，０８９，７１８円不適正な経理処理による国庫補助金

２，２１９，２０３円補助対象とならない用途に支払われた国庫補助金

１０，３０８，９２１円計

（市の自主調査によるもの）
【農林水産省所管の補助事業】

３，２４２，９４６円不適正な経理処理による国庫補助金

７８５，６５１円補助対象とならない用途に支払われた国庫補助金

４，０２８，５９７円計

【市単独事業（教育委員会関係）】
９８，６７０円不適正な経理処理によるもの

９８，６７０円計

国庫補助事業の不適正な経理処理一覧国庫補助事業の不適正な経理処理一覧

一連の不適正な事務処理にともなう職員などの処分一連の不適正な事務処理にともなう職員などの処分

内 　　   容人　数該当者不適正な事務処理内容
減給１０分の１、１カ月…２人（部長級１人・次長級１人）

 ３人職　員下水道使用料の賦課漏
れ 戒告…１人（部長級）

減給１０分の１、４カ月…１人（次長級）
 ２人職　員福知山市土地開発公社

の不適切な決算処理 厳重注意…１人（嘱託）
訓告…１１人（部長級２人・次長級４人・課長級３人・課長補佐級２人）

２１人職　員国庫補助金の不適正な
経理処理 厳重注意…７人（部長級２人・次長級３人・課長級２人）

口頭注意…３人（次長級１人・課長級２人）
減給１０分の１、１カ月…３人（部長級）

 ４人職　員年末年始における超過
勤務手当の上乗せ支給 厳重注意…１人（課長級）

減給１００分の１５、６カ月 １人市　長

計

減給１００分の１０、３カ月 ２人副市長
減給　　 ６人（部長級４人・次長級２人）

延べ
３０人職　員

戒告　　 １人（部長級）
訓告　　１１人（部長級２人・次長級４人・課長級３人・課長補佐級２人）
厳重注意 ９人（部長級２人・次長級３人・課長級３人・嘱託１人）
口頭注意 ３人（次長級１人・課長級２人）

職
員
の
処
分
日
は
す
べ
て
平
成　

年
２
月　

日
付
け
で
す
。

２３

２８

※　市長・副市長は、現在継続中の経済情勢による減額分（市長１００分の１５、副市長１００分の１０）のほかに、下記の期間、市長１００
分の１５、副市長１００分の１０を加算し、市長１００分の３０、副市長１００分の２０を減額します。（３月定例市議会で条例改正を提案）

国
庫
補
助
事
業
の
不
適
正
な

経
理
処
理

■
今
後
の
対
応

・
不
適
正
な
支
出
に
係
る
国
庫
補
助
金

を
返
還
し
ま
す
。

・
所
在
不
明
の
備
品
（　

万
円
）
に
つ

２６

い
て
、
管
理
職
が
支
弁
し
ま
す
。

・
経
理
処
理
事
務
の
適
正
化
に
関
す
る

外
部
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
、
適
正
な
予
算
執
行
お
よ
び
会
計

経
理
の
透
明
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

（
４
㌻
参
照
）

■
概　

要

　

条
例
や
規
則
の
な
か
に
具
体
的
な
根

拠
を
示
さ
ず
、
年
末
年
始
に
勤
務
し

た
職
員
に
対
し
て
、
正
規
の
超
過
勤

務
手
当
の
ほ
か
に
、
１
時
間
あ
た
り

７
０
０
円
を
加
算
し
た
超
過
勤
務
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
。

■
今
後
の
対
応

・
市
が
根
拠
な
く
支
払
い
、
法
的
に
遡

及
し
て
返
還
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
、

管
理
職
が
全
額
を 
補  
填 
し
ま
す
。

ほ 
て
ん

　

総
額　

８
２
１
万
７
１
２
円
（
平
成

　

〜　

年
度
分
）

18

21

・
同
種
の
手
当
に
つ
い
て
改
善
（
条
例

の
制
定
お
よ
び
手
当
の
廃
止
）
し
ま

す
。

年
末
年
始
勤
務
に
お
け
る
超
過
勤
務

手
当
の
上
乗
せ
支
給
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

　

本
市
が
平
成　

年
度
か
ら
平

１５

成　

年
度
に
か
け
て
実
施
し
た

２０
国
土
交
通
省
所
管
の
補
助
事
業

に
関
し
て
、
平
成　

年
１
月
の

２２

会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
に
お

い
て
、
事
務
費
の
執
行
に
つ
い

て
不
適
正
な
会
計
処
理
な
ど
が

あ
っ
た
と
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
摘
を
受
け
、
全
て

の
事
務
事
業
に
つ
い
て
自
主
調

査
を
行
い
、
今
後
適
正
な
予
算

執
行
お
よ
び
会
計
経
理
の
透
明

化
に
向
け
て
、
経
理
や
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
な

ど
の
専
門
的
な
見
地
か
ら
提
言

を
い
た
だ
く
外
部
検
討
委
員
会

を
平
成　

年　

月　

日
に
設
置

２２

１２

２１

し
ま
し
た
。

　

以
後
、
４
回
開
催
さ
れ
た
委

員
会
で
は
、
不
適
正
な
会
計
処

理
な
ど
の
事
実
の
確
認
、
そ
の

原
因
の
分
析
と
課
題
の
抽
出
、

今
後
の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
き
、
去
る
２
月　
１０

日
に
下
記
の
提
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

経理処理事務の適正化に関する外部検討委員会委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

京都弁護士会所属弁護士 綿  島  浩  一 
わた じま こう いち

委 員 長

成美大学経営情報学部教授 春  木  和  仁 
はる き かず ひと

職務代理者

近畿税理士会福知山支部所属
税理士 衣  川  憲  治 

きぬ がわ けん じ

委 員
株式会社長田野ガスセンター
代表取締役社長 山  内  成  広 

やま うち しげ ひろ

経経
理理
処処
理理
事事
務務
のの

適適
正正
化化
にに
向向
けけ
てて

外
部
検
討
委
員
会
か
ら

の
提
言

■
不
適
正
な
経
理
事
務
処
理

の
背
景
と
課
題

　

事
務
費
の
執
行
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
な
執
行
が
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
年
度
末
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た

「
で
き
る
だ
け
国
庫
補
助
金

を
有
効
に
使
お
う
」
と
い
っ

た
『
予
算
の
使
い
き
り
意
識
』

が
強
か
っ
た
こ
と
が
見
受
け

ら
れ
る
。

　

物
品
の
調
達
に
お
い
て
は
、

一
部
の
物
品
は
各
課
で
購
入

し
て
い
る
た
め
、
出
納
員
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
十
分
機
能

し
て
お
ら
ず
、
ま
た
公
金
取

扱
い
に
対
す
る
認
識
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

■
再
発
防
止
に
向
け
て

　

再
発
防
止
に
は
、
経
理
処

理
の
適
正
化
を
進
め
る
上
で
、

従
来
の
慣
行
を
見
直
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
改
善
を
一
層

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

ま
た
、
公
金
の
執
行
に
あ

た
っ
て
は
、
不
適
正
な
経
理

処
理
を
廃
し
、
無
駄
を
省
き
、

透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
に

対
す
る
説
明
責
任
を
十
分
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
、
全
て
の
職
員
が
改
め

て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
予
算
執
行
に
関
す
る
改
善

　

業
務
の
実
態
に
あ
っ
た
予

算
化
と
、
計
画
的
な
予
算
執

行
に
努
め
る
こ
と
。

・
検
収
体
制
の
強
化

　

物
品
の
検
収
に
つ
い
て
は
、

責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る

た
め
に
係
長
級
以
上
の
者
を

含
め
た
複
数
者
で
行
い
、
物

品
と
書
類
の
照
合
の
結
果
を

書
類
上
に
残
す
な
ど
し
て
、

備
品
を
一
元
管
理
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

・
職
員
の
意
識
改
革

　
「
公
金
意
識
」
を
高
め
る
た

め
の
研
修
の
実
施
や
、
予
算

の
使
い
き
り
意
識
を
転
換
し
、

民
間
企
業
の
会
計
手
法
を
参

考
に
す
る
な
ど
し
て
会
計
事

務
の
能
力
向
上
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
今
回
の
提

言
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
適
正
な
予
算

執
行
お
よ
び
会
計
経
理

の
透
明
性
の
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
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感
染
予
防
対
策
の
7
つ
の
お
願
い

★
外
出
先
か
ら
帰
っ
た
時
は
手
洗
い
・
う
が
い
を
す
る
。

★
人
ご
み
の
中
や
、症
状（
熱
・
せ
き
・
く
し
ゃ
み
）が
出
た
ら
、マ
ス
ク
を
す
る
。

★
家
族
の
健
康
管
理（
体
温
測
定
や
せ
き
・
体
調
の
チ
ェ
ッ
ク
）を
す
る
。

　

う
つ
さ
な
い
よ
う「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」に
努
め
る
。

★
日
頃
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
情
報
を
入
手
し
、冷
静
な
対
応
に
心
が
け
る
。

　

■
健
康
危
機
管
理
対
策
本
部

（
健
康
推
進
室
内
℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

２３

ＦＡＸ
２３

★
部
屋
の
湿
度（　

〜　

㌫
）を
保
ち
、十
分
な
睡
眠
と
栄
養
を

６０

７０

　

と
る
。

★
人
ご
み
へ
の
外
出
は
、で
き
る
だ
け
避
け
る
。

★
か
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、早
め
に
受
診
し
、他
の
人
に 

　

福
知
山
で
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
生

活
習
慣
病
も
増
え
る
な
か
、
誰
も
が
健
康

で
い
き
い
き
と
生
活
を
し
、
健
康
寿
命

（
平
均
寿
命
か
ら
要
介
護
状
態
に
な
っ
た

期
間
を
差
し
引
い
た
寿
命
）
を
延
ば
す
こ

と
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
本
市
に
住
む
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
地
域
や
行
政
、
関
係

団
体
な
ど
が
、
さ
ら
な
る
連
携
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
「
福
知
山
市
健
康
増

進
計
画
」
を
策
定
し
、
多
方
面
か
ら
市
民

の
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

本
市
で
の
健
康
寿
命
は
、
男
性　

・　
７６

８１

歳
、
女
性　

・　

歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８１

２８

ま
た
、　

歳
以
上
で
介
護
を
必
要
と
す
る

６５

期
間
で
み
る
と
、
男
性
が
１
・　

年
、
女

６０

性
は
３
・　

年
と
な
っ
て
お
り
、
男
性
に

１６

比
べ
て
女
性
が
２
倍
近
く
長
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
春
に
市
民
５
０
０
０
人
に

対
し
、「
栄
養
・
食
生
活
」、「
身
体
活
動
・
運

動
」、「
こ
こ
ろ
」、「
た
ば
こ
」、「
ア
ル
コ
ー

ル
」、「
歯
」、「
健（
検
）診
」の
７
つ
の
分
野

に
着
目
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
年
齢
・

性
別
・
地
域
毎
に
無
作
為
抽
出
、
回
答
者

２
５
７
１
人
、
年
齢　

歳
以
上
）
を
実
施

２０

し
た
結
果
、
「
身
体
活
動
・
運
動
」
に
お

い
て
「
日
常
生
活
に
お
け
る
１
日
の
歩
行

数
が
１
０
０
０
０
歩
を
越
え
る
人
」
の
割

合（
福
知
山
市
３
・
８
㌫
、
京
都
府
下　

・
１６

５
㌫
）
が
、
と
て
も
低
い
と
い
っ
た
本
市

特
有
の
現
状
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

市
の
健
康
事
業
を
企
画
審
議
す
る
「
福

知
山
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
で
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
、
課

題
や
改
善
の
方
向
、
各
分
野
の
実
践
目
標

な
ど
を
検
討
し
て
も
ら
い
、
計
画
策
定
に

つ
い
て
市
に
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
と
市
職
員
参
加
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
健
康
増
進
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
重
ね
、
そ
の
結
果
を
「
福
知
山
市
健

康
増
進
計
画
」
に
反
映
し
ま
し
た
。

　

「
福
知
山
市
健
康
増
進
計
画
」
は
、

「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
」
こ
と
に
よ
り
、
「
す
べ
て
の
市

民
が
健
康
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
1
日
あ
た
り
の
歩
行
数
が
少
な
い
と

い
っ
た
本
市
特
有
の
現
状
を
受
け
、
適
度

な
運
動
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
つ
な
が
り
、
精
神
的
ス
ト

レ
ス
を
解
消
す
る
な
ど
の
効
果
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意

見
も
参
考
に
「
一
日
の
歩
数
を
今
よ
り 

１
０
０
０
歩
増
や
す
こ
と
」
を
実
践
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
7
つ
の
分
野
と
6
つ

の
年
代
別
の
実
践
目
標
を
掲
げ
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
自
分
に
あ
っ
た
取
り
組
み
を

選
択
で
き
る
健
康
プ
ラ
ン
の
提
案
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
広
報
ふ
く
ち
や
ま
の
な
か
で
、

「
福
知
山
市
健
康
増
進
計
画
」
の
７
つ
の

分
野
と
各
年
代
に
わ
け
た
実
践
目
標
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
一

緒
に
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

■
健
康
推
進
室
（
℡　

‐
２
７
８
８
・

23

　
　

‐
５
９
９
８
）

FAX
23

〜
あ
な
た
が
主
役
！
今
日
か
ら
は
じ
め
る
健
康
プ
ラ
ン
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
ま
ち
 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

20.5㌫ 

28.2㌫ 

21.9㌫ 

12.3㌫ 

3.8㌫ 

13.3㌫ 

【市民アンケート結果】 
日常生活の中で1日にどれくらい歩いていると思いますか 

1,500歩 
未満 

1,500歩以上 
～3,000歩 
未満 

3,000歩以上 
～6,000歩 
未満 

6,000歩以上 
～10,000歩 
未満 

10,000歩 
以上 

わからない (%)

※京都府の目標数値は 
　男性１日９０００歩 
　女性１日８４００歩 
 

正
し
い
姿
勢
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

　

楽
し
く
歩
こ
う
あ
と
１
０
０
０
歩
」

健
康
増
進
計
画
っ
て
？

福
知
山
市
の
現
状
は
？

健
康
増
進
計
画
は
ど
の
よ

う
に
し
て
つ
く
っ
た
の
？

さ
あ
、
健
康
づ
く
り
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
！



6H23（2011）．3．1　広報ふくちやま

お申し込みなど詳しくは、秘書広報課広報係（TEL24-7000 FAX24-7023）までご連絡ください。 

携帯サイトアドレス　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/mobile/
左記のQRコードを、お持ちの携帯電話（バーコードリーダー機能）で 
読み取って接続してください。 

見やすく、使いやすくなりました！ 
福知山市オフィシャルホームページをリニューアル 

見やすく、使いやすくなりました！ 見やすく、使いやすくなりました！ 

http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/ アドレスはかわりません 

　平成13年3月に開設して以来、市内外の多くのみなさまに、さまざまな情報を発信してき
ましたが、さらに福知山市の情報を迅速・正確・的確にお伝えするために、全面リニューアル
し、3月1日（火）から公開しています。 

ココがか
わった！！

 

ホームペ
ージ 

　大きく5つのテー 
　マに分けました 
利用する人の視点
から、大きく5つに
分けました。この
カテゴリはホーム
ページのどのペー
ジにも表示されま
す。 

　人生の出来事から 
　検索できます。 
出産や子育てなど、
人生の大きな出来
事で項目を分けま
した。そのときど
きに必要な手続き
などの情報を調べ
やすくなりました。 

　イベント・観光情報 
　を充実します。 
本市のイベントや
観光情報を随時更
新します。 

1

2

3

　携帯サイトも登場！ 
携帯サイトでも常時、
情報を確認できます。 

4

サイズ縦60ピクセル×横234ピクセル　広告料8,000円／月 

※トップページ最下段の、有料広告スペースに常時掲載します。 

ホームページに 
バナー広告を 

掲載されませんか？ 

ホームページに 
バナー広告を 

掲載されませんか？ 

平成22年度の月平均アクセス数　約28,000件 

ただいま福知山市●●フェスティバル開催中！ 
平成●年●月●日まで　●●会館 

2

1

3
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　『～ＫＴＲを存続させるために～
　　　　みんなで考える住民参加シンポジウム』
と　き／３月１９日（土）午後２時～４時３０分
ところ／京都府丹後文化会館ホール
　　　　（京丹後市峰山町杉谷）
　　　　※ＫＴＲ峰山駅下車、徒歩約１０分
内　容／ＫＴＲを取り巻く状況は、自動車社会の進展、高
速道路無料化、少子化など、地域の暮らしを支える公共交
通として、たいへん厳しい状況です。私たちはＫＴＲが存
続するために、「住民のＫＴＲ」であるという意識を強く
し、「ＫＴＲに私たちは何ができるか」を考え、行動につな
げるシンポジウムを開催します。
　第１部　　ＫＴＲの現状報告
　第２部　　利用者と地域住民の声の紹介
　第３部　　パネルディスカッション
　　　　　　（沿線住民代表など）
　その他　　存続へ向けた決議を予定
■お問い合わせ／北近畿タンゴ鉄道利用促進協議会
　（宮津市役所内℡０７７２-２２-２１２１・FAX０７７２-２５-１６９１）

見やすく、使いやすくなりました！ 見やすく、使いやすくなりました！ 

ホームページに 
バナー広告を 

掲載されませんか？ 

　島原市は今年、雲仙普賢岳大火砕
流惨事から２０年という節目の年を
迎えられます。その悲しみを忘れず、
教訓として活かしたまちづくりに
取り組まれ、火山とその営みや恵み
により、わが国初の「ジオパーク（地
球活動の遺産を主な見所とする自
然の中の公園）」認定を受けられる
など見事に復興をとげられました。
　近く、九州新幹線が全線開通し、
より近くなる島原市との友好がま
すます深まるよう願っております。
■秘書広報課
　（℡２４-７０３２・FAX２４-７０２３）

3月
1日

福知山市議会議員一般選挙京都府議会議員一般選挙区　分

４月２４日（日）４月１０日（日）投 票 日

　平成３年４月２５日以前に出生し、平成２３年
１月１６日までに本市に住民登録した人で、選
挙人名簿に登録されている人
＊投票日までに市外に転出し
　た人は、投票できません。

　平成３年４月１１日以前に出生し、平成２２年
１２月３１日までに本市に住民登録した人で、選
挙人名簿に登録されている人
＊平成２３年１月１日以後、京都府内の市町村
間で住所を異動された人は、前住所地で投票
することになります。その際、市区町村の発
行する居住証明書類を提示しなければ投票
できません。

＊投票日までに府外に転出された人は、投票で
きません。

投 票 が
で き る 人

４月１８日（月）～４月２３日（土）４月２日（土）～４月９日（土）

期日前投票 場所　市役所１階ロビー、三和支所、夜久野支所（夜久野ふれあいプラザ）、大江町総合会館
時間　午前８時３０分～午後８時（ただし、三和、夜久野、大江の各支所は、午後７時まで）
＊投票所入場券がなくても、選挙人名簿に登録されていれば投票できます。

指定病院等での不在者投票
　不在者投票指定施設に入院・入所中の人は、その施設で投票ができますので、病院や施設に
お問合せください。
郵便等による不在者投票
　身体に重い障害があり投票所へ行き投票することのできない人は、自宅などにおいて投票用
紙に記載し、郵便等により送付する「郵便等による不在者投票」ができます。
　「郵便等による不在者投票」を行うためには、あらかじめ「郵便等投票証明書」の交付を選挙
管理委員会へ申請してください。
郵便等による不在者投票の対象者

　郵便等による不在者投票をすることができる人で、上肢・視覚の障害程度が１級・特別項症・
第１項症・第２項症の人は、代理記載による投票ができます。

不在者投票
障害等の程度障害等の区分

１級または２級両下肢・体幹・移動機能の障害
身体障害者手帳 １級または３級心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸

１級から３級免疫・肝臓の障害
特別項症から第２項症両下肢・体幹の障害

戦傷病者手帳
特別項症から第３項症心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸・肝臓の障害

要介護５要介護状態区分介 護 保 険 の
被 保 険 者 証

くわしくは、４月上旬に発行予定の「広報ふくちやま選挙特集号」をご覧ください。　■選挙管理委員会事務局（℡２４-７０３７・FAX２３-６５３７）
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職
員
の
給
与
と
職
員
数
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
こ
で
お
知
ら

せ
す
る
給
与
は
、
税
や
保
険
料
な
ど

を
差
し
引
く
前
の
額
で
、
い
わ
ゆ
る

「
手
取
り
額
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
職
員
課
人
事
給
与
係
（
℡　

‐
７

２４

０
３
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）

FAX
２３

給　

与　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
通
会
計
決
算
に
占
め
る
人
件
費

　

普
通
会
計
と
は
、
一
般
会
計
と
休

日
急
患
診
療
所
費
特
別
会
計
を
合
算

し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

 

　

平
成　

年
度
の
普
通
会
計
決
算
歳

２１

出
額
３
９
３
億
７
８
５
６
万
６
０
０

０
円
の
う
ち
、
人
件
費
は　

億
３
２

７０

４
７
万
４
０
０
０
円
（　

・
８
㌫
、

１７

平
成　

年
度
よ
り
０
・
６
ポ
イ
ン
ト

２０

の
減
）
で
し
た
。

平
均
給
料
月
額
・
平
均
年
齢

初
任
給
・
平
均
給
料
月
額

特
別
調
整
額
の
支
給
割
合

 

普通会計の人件費内訳 

市長･議員・ 
各種委員等給料・報酬 
9億5696万7000円 
（13.6㌫） 

共済費 
9億8677万 
5000円（14.0㌫） 

退職手当 
8億6120万6000円 
（12.3㌫） 

職員手当 
5億9915万3000円 
（8.5㌫） 給料 

26億 
3213万 
5000円 
（37.4㌫） 

期末勤勉手当 
9億9623万 
8000円（14.2㌫） 

（平成２２年４月１日現在）

国福知山市区分
１７万２２００円１７万２２００円初 任 給

大
学
卒

２７万５５８３円経験１０年
３１万１３７５円経験１５年
３３万９８５４円経験２０年

１４万１００円１４万１００円初 任 給
高
校
卒

２２万５８００円経験１０年
－　経験１５年

３２万２１００円経験２０年
※一般行政職
※高校卒経験１５年については該当なし。

支給割合役職区分

１０㌫課 長 補 佐 級

１２㌫課 長 級

１３㌫次 長 級

１５㌫部 長 級

※特別調整額とは、管理または
監督職にある者に対して支給
される役職手当のことです。

（支給額＝給料月額×支給割合）

（平成２２年４月１日現在）

人権シリーズ 世界の誰もが生き生きと輝いて
生活できるまちづくりにむけて

　福知山市内には、２４カ国から、約１，０００人の
外国籍のみなさんが、隣人または、住民として
暮らしておられます。このようななか、国籍や
民族などの違いにかかわらず全てのみなさんが
安心して暮らせることはもとより、その能力を
十分に発揮して活躍することができ、更にその
多様な価値観を地域の活力として活かすことが
できる、多文化共生のまちづくりが求められて
います。
　市と福知山市国際交流ネットワーク会議では、
福知山に来られた外国籍のみなさんが円滑に暮
らせるために、外国語で表記した「福知山市外国
語生活ガイドブック」を作成し、外国人にやさ
しい世界に開かれたまちづくりを進めています。

　本ガイドブックが、外国籍市民のみなさんと
市民のみなさんとの懸け橋になることを願って
います。
　一人ひとり
が、地域の隣
人・住民と積
極的に交流し、
互いを尊重し
合い、対等な
関係を築いて
いきましょう。

■まちづくり推進課（℡　２４‐７０３３・FAX　２３‐６５３７）

「
市
職
員
の
給
与
」
と
「
定
員
状
況
」 

「
市
職
員
の
給
与
」
と
「
定
員
状
況
」 

国福知山市
区分 平均

年齢
平均給料
月　　額

平均
年齢

平均給料
月　　額

４１歳１１月３２万５５７９円４３歳１１月３３万３７００円
一　般
行政職

４９歳 ４月２８万４５１４円５２歳 ２月３３万８４００円
技　能
労務職

（注）一般行政職とは、消防職や看護保健職、技能労務職など
を除いた職員。技能労務職とは、給食調理員などをいい
ます。

（平成２２年４月１日現在）

「福知山市外国語生活ガイドブック」は現在
５種類（英語、中国語、スペイン語、ポルトガ
ル語、韓国・朝鮮語）があります。
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期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
率

 

退
職
手
当
の
支
給
率

特
別
職
の
給
料
と
報
酬

※
条
例
に
基
づ
き
平
成　

年
３
月　

２３

３１

日
ま
で
、
市
長　

㌫
、
副
市
長　

１５

１０

㌫

の
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（　

）
内
は
減
額
措
置
前
の
金
額

で
す
。

職
員
数
の
状
況　
　
　
　
　
　
　
　

部
門
別
職
員
数
の
状
況

▼
職
員
数
は
一
般
職
に
属
す
る
職
員

数
で
あ
り
、
休
職
者
、
派
遣
職
員
な

ど
を
含
み
ま
す
が
、
臨
時
職
員
や
非

常
勤
職
員
は
除
い
て
い
ま
す
。

▼
増
加
の
お
も
な
理
由
は
、
市
民
病

院
や
消
防
の
体
制
強
化
に
よ
る
も
の

で
す
。
そ
れ
を
除
く
と
、
業
務
の
統

廃
合
や
退
職
に
よ
る
人
員
不
補
充
に

よ
り
、　

人
の
職
員
削
減
を
図
っ
て

１３

い
ま
す
。

勧奨・定年退職自己都合退職区　分

３０.５５月分２３.５月分勤 続２０年

４１.３４月分３３.５月分勤 続２５年

５９.２８月分４７.５月分勤 続３５年

５９.２８月分４７.５月分最高限度額
定年前早期退職特例措置（２～２０㌫加算）その他の加算措置

（平成２２年度）

定年勧奨自己都合１人当たりの
平均支給額　 ２１５４万２０００円２５２９万８０００円１１７３万８０００円

月　額区　分

７９万４７５０円 
（９３万５０００円）市　 長

給　

料 ６８万４０００円 
（７６万円）副 市 長

４９万５０００円 議 長
報　

酬
４４万円 副 議 長

４１万円 議　 員

（各年４月１日現在）（人）

（平成２２年４月１日現在）

（注）１人当たりの平均支給額は、平成２１年度に退職した
職員の平均額です。

人権シリーズ ご存知ですか？成年後見制度
せい ねん こう けん せい ど

　認知症や知的障害・精神障害などの理由
で判断能力の不十分な人は、生活に必要な
財産管理や各種申請手続き、福祉サービス
や施設への入所に関する契約などを自分で
行うことがむずかしい場合があります。ま
た、自分に不利益な契約であっても十分に
判断できずに契約してしまい、さまざまな
被害にあうこともあります。このような判
断能力の不十分な人を保護し、支援するの
が成年後見制度です。
成年後見制度の種類

▼「法定後見制度」…すでに判断能力が不
十分な人を支援します。
　本人の判断能力によって「後見」「保

佐」「補助」の３つに分かれます。

▼「任意後見制度」…判断能力があるうち
に自らの援助者を選任しておきます。
■問い合わせ先／市地域包括支援センター
（高齢者福祉課内・各支所内）または社会
福祉課まで

成年後見制度

法定後見制度

後 見 保 佐 任意後見制度補 助

国福 知 山 市区　　分

（平成２２年度支給割合）
　　　 期末手当　　勤勉手当
６月期　１．２５月　　　０．７０月
１２月期　１．３５月　　　０．６５月
　計　　２．６０月　　　１．３５月

　　　（平成２２年度支給割合）
　　　　　　 期末手当　　勤勉手当
　　　６月期　１．２５月　　　０．７０月
　　　１２月期　１．３５月　　　０．６５月
　　　　計　　２．６０月　　　１．３５月

期末手当
勤勉手当

３級…………   ５㌫
４級、５級……１０㌫
６級、７級……１５㌫

３級（主査・主任・係長級）…………   ５㌫
４級（課長補佐級）、５級（課長級）…１０㌫
６級（次長級）、７級（部長級）………１５㌫

役職に応
じた加算
措置あり

合計
公営企業会計などの部門

計

普通会計

部門
特別行政部門一般行政部門

小計その他下水道水道病院小計消防教育小計福祉一般
行政

１２７９５４８５５２６３５４３２７３１１９２１１０８２５３９２０２３３７平成
２２年度

１２６０５２８５９２７３６４０６７３２１９２１０４８８５４０２０４３３６平成
２１年度

１９２０－４－１－１２６－１０６－６－１－２１対前年
増減数
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福
知
山
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、「
緑

の
募
金
運
動
」
を
行
い
ま
す
。
集
ま
っ

た
募
金
の
一
部
を
活
用
し
、
自
治
会
な

ど
に
サ
ク
ラ
や
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
な
ど
の
苗

木
を
配
布
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
春
の
緑
化
運
動
期
間
の

　
　

３
月　

日（
日
）〜
５
月　

日（
火
）

２０

３１

募
金
額
／

　
　

１
世
帯
あ
た
り　

円
〜
１
０
０
円

５０

■
福
知
山
緑
化
推
進
委
員
会
（
事
務
局

　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係
℡　

‐
７

２４

０
４
７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

 

　

国
民
年
金
に
は
、　

歳
以
上
の
高
校
、

２０

大
学
、
専
門
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
の

学
生
本
人
の
、
前
年
度
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
学
生
期
間
中
は
保
険

料
を
納
付
し
な
い
こ
と
を
認
め
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類
／

　

学
生
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学
証
明

書申
請
期
間
／

　

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月　

日
３１

　

申
請
は
各
学
年
毎
に
必
要
で
す
。

　

平
成　

年
度
に
申
請
さ
れ
た
学
生
が
、

２２

引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学
し
て
い
る

場
合
、
４
月
初
め
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形

式
の
申
請
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

住
所
・
氏
名
な
ど
の
必
要
事
項
を
書

い
て
送
る
だ
け
で
、
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、

年
金
の
受
給
資
格
に
は
参
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

　

そ
の
期
間
の
保
険
料
は
、　

年
以
内

１０

で
あ
れ
ば
、
古
い
期
間
か
ら
順
に
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

市
民
課
国
民
年
金
係
（
℡　

‐
７
０
５

２４

７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

国保ひと口メモ

���
�

●「国民健康保険料の
　　　　　納め忘れはありませんか？」
　国民健康保険料は、国民健康保険加入者の医療
費の支払いなど「国民健康保険事業」の費用に充て
る大切な財源です。
　安定した国民健康保険事業運営のため、納期限
までに国民健康保険料を納めてください。
　納期限までに納められないと、その後督促状が発
送され、差し押さえなどの滞納処分を受けることが
ありますので、納期限は必ず守りましょう。
　また、滞納が続くと、通常の「国民健康保険被保
険者証」ではなく、有効期限の短い「短期保険証」や、
診察費用を全額負担しなければならない「資格証
明書」が交付されることになります。
　今一度、国民健康保険料の納め忘れがないかご
確認ください。納め忘れを防ぐためにも、便利で安
心な口座振替をおすすめします。
◆口座振替、納付書の再発行については保険課国
保料係までお問い合わせください。
■保険課国保料係（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）

３
月　

日（
木
）は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
い
ず
れ
も
第　

期
分
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
９
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

３１

１０

■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）同
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

FAX
２３

福知山市納付相談のおしらせ
　京都地方税機構　中丹地方事務所職員による、市
税・国民健康保険料の納期を過ぎた人の納付相談を
行います。
と　き／３月３１日（木）
　　　　午前９時～午後４時
ところ／市役所２階　税務課
　　　　　　　（内記三丁目）
　詳細については京都地方税機構　中丹地方事務所
（℡５６-０３４０・ＦＡＸ５６-０７４０）にお問い合わせください。

　

国
民
年
金
の

国
民
年
金
の

学
生
納
付
特
例
制
度

　
　

学
生
納
付
特
例
制
度

９
日（
日
）大
江
町
毛
原 

　
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば

れ
て
い
る
「
毛
原
の
棚
田
の

農
業
体
験
ツ
ア
ー
」
に
出
か

け
た
。
当
日
は
近
隣
や
京
阪

神
地
域
か
ら
約
６０
人
の
み
な

さ
ん
に
田
植
え
を
楽
し
ん
で

も
ら
っ
た
。
好
天
と
大
自
然

に
つ
つ
ま
れ
、
交
流
と
体
験

の
一
時
を
過
ご
し
て
も
ら
え

た
こ
と
と
喜
ん
で
い
る
。 

１３
日（
木
）土
地
内 

早
朝
市
内
の
茶
園
で
行
わ
れ

た
一
番
茶
の
茶
摘
み
を
激
励
し
た
。
今

年
は
低
温
・
日
照
不
足
の
影
響
で
、
茶

の
生
育
が
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
遅
れ

て
い
る
と
聞
き
心
配
し
て
い
た
。
お
茶

は
本
市
の
農
業
の
中
で
重
要
な
特
産
物

の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
も
「
丹
波
福
知

山
の
お
茶
」
の
産
地
銘
柄
ブ
ラ
ン
ド
力

の
更
な
る
向
上
に
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。 

※市のホームページ（市長の部屋） 
　で閲覧できます。 

４
日（
金
）サ
ン
プ
ラ
ザ
万
助

　

「
経
済
講
演
会
」
を
開
催
し
、 
草  
野 

く
さ 

の

 
厚 
先
生
か
ら
「
政
治
経
済
の
展
望
と
地

あ
つ
し

域
経
済
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
い
た
。
地
域
経
済
全
体
に 
閉 へい

 
塞 
感
が
漂
う
今
日
、
い
か
に
し
て
活
力

そ
くを

取
り
戻
し
活
性
化
す
る
か
に
つ
い
て

ご
教
授
い
た
だ
い
た
。 
聴  
講 
さ
れ
た
皆

ち
ょ
う 
こ
う

さ
ん
の
今
後
の
企
業
経
営
や
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。

　

日（
日
）三
段
池
公
園　

大
は
ら
っ
ぱ

２０
　

福
知
山
西
南
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
か

ら
創
立　

周
年
を
記
念
し
て
、
こ
の
地
に
太
陽
光
発

３０

電
に
よ
る
「
時
計
塔
」
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。
こ
の

時
計
塔
に
は
多
く
の
人
が
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
を

し
た 
陶  
板 
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
日
拝
見
し

と
う 
ば
ん

た
時
、
私
の
理
想
と
す
る
「
一
人
ひ
と
り
が

大
切
に
さ
れ
る
共
生
の
ま
ち
」
を
象
徴
す
る

も
の
の
様
に
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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高
校
生
を
対
象
に
し
て
、
市
内
の
企
業
・
事

業
所
を
訪
問
し
、
事
業
内
容
や
仕
事
内
容
に
つ

い
て
勉
強
す
る
場
を
設
け
、
将
来
福
知
山
で
の

就
職
を
応
援
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
事
業
所
別
に
４
つ
の
コ
ー

ス
が
あ
り
、
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
在
住
・
通
学
の
高
校
生

と
き
／
３
月　

日（
水
）午
後
１
時
〜
５
時

23

コ
ー
ス
・
と
こ
ろ
／

Ａ
コ
ー
ス

　

加
美
電
機
㈱
京
都
工
場
、

　

日
本
製
紙
ク
レ
シ
ア
京
都
工
場
㈱

Ｂ
コ
ー
ス

　

㈱
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ア
京
都
工
場
、

　

日
本
赤
十
字
社
血
液
管
理
セ
ン
タ
ー

Ｃ
コ
ー
ス

　

㈱
メ
タ
ル
カ
ラ
ー
福
知
山
工
場
、
福
知
山
重

　

工
業
㈱

Ｄ
コ
ー
ス

　

㈱
京
都
庵
、
武
田
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱

定
員
／
各
コ
ー
ス　

人
15

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
商
工
振
興
課
（
℡

　

‐
７
０
７
５
・　
　

‐
６
５
３
７
）

24

FAX
23

　

福
祉
の
仕
事
を
め
ざ
す
人
を
対
象
に
、
自
己

ア
ピ
ー
ル
方
法
や
応
募
書
類
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
、

福
祉
職
場
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

と
き
／
３
月　

日（
金
）午
後
１
時　

分
〜
３
時

25

30

と
こ
ろ
／
北
部
福
祉
人
材
カ
フ
ェ
（
篠
尾
新
町

一
丁
目　
　

エ
ー
ス
ビ
ル
３
階 
京
都
ジ
ョ
ブ

14

パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
内
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー

ク
北
部
福
祉
人
材
カ
フ
ェ
（
℡　

‐
３
８
７
８
・

22

　
　

‐
３
８
８
８
）

FAX
22

　

昨
今
、雇
用
形
態
の
多
様
化
な
ど
で
、就
職
・
進
学

を
問
わ
ず
進
路
を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、

フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

小
中
学
校
で
は
、児
童
・
生
徒
が
早
い
段
階
か
ら
自

分
自
身
で
未
来
を
切
り
開
き
、
社
会
で
た
く
ま
し
く

生
き
る
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
学
校
４
年
生
・
中
学
校
２
年
生
で
体
験
活
動
を
実
施

　

京
都
府
の
補
助
を
受
け
、
各
事
業
所
な
ど
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、地
域
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
体
験
活
動
の
前
に

は
面
接
や
挨
拶
な
ど
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ

り
、
終
了
後
に
は
文
化
祭
で
保
護
者
や
地
域
の
み
な

さ
ん
に
成
果
を
報
告
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
活
動
が
よ
り
効
果
的
に

行
え
る
よ
う
、福
知
山
商
工
会
議
所
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、小
・
中
学
校
と「
支
援
委
員
会
」を
組
織
し
、

連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、小
中
学
校
の
体
験
活
動
に
関
し
て
、市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
所
へ
の
お
願
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

職
場
体
験
学
習
の
受
入
に
協
力
い
た
だ
け
る
企

業
・
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。新
た
に
受
入
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
学
校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
学
校
教
育
課（
℡　

‐
７
０
４
０
・　
　

‐
４
８
８
０
）

２４

FAX
２４

★職場体験した中学生の感想★
●利用者さんの命に関わる仕事なので、時には注意
されたこともありましたが、それも含めてよい経験が
できたと思います。利用者さんにお礼を言われたとき
は本当にうれしかったです。また、やりがいを感じるこ
とができました。（岩戸ホーム）
●最初は、子ども達がなついてくれるかとか、失敗し
たらどうしようとか心配していました。だけど、子ども
達はすぐになついてくれて、「お兄ちゃん、お兄ちゃん」
と呼んでくれて、嬉しかったです。
　教頭先生や養護の先生に「ずっと居てほしい」と言っ
てもらえました。「必要とされている!!」と思えて、本当
に嬉しかったです。
　とっても疲れたけど、やりがいのある職場体験でし
た。（上川口小学校） ▲龍雲寺保育園で園児と一緒に絵本を見ている

　川口中学校の 2年生

実
践
編「
福
祉
・
介
護
就
職
活
動
の

ポ
イ
ン
ト
を
知
る
」

福
祉
・
介
護
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

参加費無料

高
校
生
対
象
の
企
業
見
学
会

「
ふ
る
さ
と
就
職
お
う
え
ん
事
業
」

参加費無料

京都府
最低賃金金が

改定されました
京都府最低賃金金額

777777777774444444444499999999999円
発効日 : 平成 22年 10月 17日
※特定の産業には特定（産業別）最低賃金が定
められています。
必ずチェック最低賃金！
　　　　　　　使用者も、労働者も
　最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国が
賃金の最低限度を定め、使用者は、その最低賃
金額以上の賃金を支払わなければならないと
する制度です。
厚生労働省ホームページアドレス
http://www.mhlw.go.jp/
最低賃金に関する特設サイト
http://www.saiteichingin.info/
　最低賃金に関するお問い合わせは京都労働
局又は最寄りの労働基準監督署へ

最低賃金制度 検索
ウェブで最低賃金がチェックできます。

厚生労働省←←

時間額

※訪問先は都合により変
　更になる場合があります。

２
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
市
立
学
校
教
育
改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
案
）」
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト（
意
見
）の
募
集
期

間
を
、
３
月　

日（
水
）ま
で
延
長
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
教
育
総
務
課（
℡　

‐
７
０
６
１
・　
　

‐
４
８
８
０
）

１６

２４

ＦＡＸ
２４

募
集
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ
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現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、今
年
の
７
月　

日
ま
で
に
終
了
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送（
地
デ
ジ
）に
変
わ
り
ま
す
。地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
問

２４

い
合
わ
せ
は
、総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１
）・
デ
ジ
サ
ポ
京
都（
℡
０
７
５
‐
３
３
０
‐
３
０
３
０
）ま
で

地
デ
ジ
相
談
の
ご
案
内

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
１
年
間

で
約
１
割
の
急
減　
!!

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て

い
た
住
宅
火
災
の
う
ち
４
割
は
警
報

器
で
火
災
に
気
づ
く　
!!

（
平
成　

年
６
月
時
点
の
全
国
統
計
よ
り
）

22

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
、
消
防
署
に
加
え
、
次
の
日
程
で
開

設
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

▼
３
月　

日（
月
）

１４

　

三
和
支
所（
千
束
）

▼
３
月　

日（
火
）

２２

　

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
（
夜
久
野
町
下
町
）

▼
３
月　

日（
月
）

２８

　

大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）　

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

※
高
齢
者
の
一
人
暮
し
な
ど
で
、取
り
付

け
に
お
困
り
の
時
は
、「
取
り
付
け
お
助

け
隊
」が
伺
い
ま
す
。ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、今
年
の
5
月

　

日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り

31ま
せ
ん
。全
国
の
普
及
率
は　
・
４
㌫
、

５８

本
市
は　
・
８
㌫
で
す
。大
切
な
家
族
と

６０

財
産
を
守
る
た
め
、早
期
の
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。市
で
は
、煙
式
の
警
報
器

の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
・
�　

‐
５
４
５
８
）

23

22

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
用
火
災
警
報
器

相
談
窓
口

申
込
資
格
／

▼
入
居
の
申
し
込
み
を
し
た
日

に
お
い
て
、
入
居
を
申
し
込
み

す
る
人
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と

す
る
人
の
う
ち
、
主
た
る
生
計

者
が
、　

歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

４５

▼
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
よ

う
と
す
る
人
。

▼
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
人
。

▼
現
に
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
人
。

入
居
の
決
定
／
運
営
委
員
会
に

よ
る
選
考
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

（
４
月
上
旬
）

入
居
可
能
日
／
５
月
１
日（
日
）

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
／

①
入
居
申
込
書　
（
用
紙
は
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
、
各
支
所
に

あ
り
ま
す
。）

②
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

（
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
記

載
事
項
証
明
書
）

③
入
居
を
希
望
す
る
人
の
う
ち

収
入
の
あ
る
人
全
員
の
課
税
証

明
書

④
入
居
を
希
望
す
る
人
の
う
ち

収
入
の
あ
る
人
全
員
の
納
税
証

明
書

申
込
受
付
／
３
月　

日（
木
）〜

１７

３
月　

日（
水
）午
前
８
時　

分

３０

３０

〜
午
後
５
時　

分
１５

大
江
支
所
総
務
防
災
係
（
℡　
５６

‐
１
１
０
１　
　

‐
２
０
１
８
）

ＦＡＸ
５６

ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※敷金は家賃の３カ月分です。
※使用期間は５年（更新可能）です。

鬼の里定住促進団地（美鈴新）

敷　金家　　賃募集
戸数

１４１，０００円４７，０００円 /月３戸2LDK
ガレージ付

１１７，０００円３９，０００円 /月1戸2LDK
屋外駐車場

福
知
山
市
大
江
町

福
知
山
市
大
江
町

定
住
促
進
住
宅
空
家

定
住
促
進
住
宅
空
家

入
居
者
募
集
！

入
居
者
募
集
！

３月１７日（木）～
３月３０日（水）募集期間

まちかど 
ウオッチング 

　住宅エコポイントは、地球温暖化対
策の推進と経済の活性化を図る国の制
度で、エコ住宅を新築した人やエコリ
フォームをした人に、一定のポイント
（１ポイント＝１円換算）を発行し、取
得したポイントは、省エネ商品や商品
券などと交換することや、追加工事の
費用に充当することができます。

▼ポイントの発行対象／
（１）エコ住宅の新築
　省エネ法などの一定の基準を満たす
住宅（一戸あたり３０万ポイント）
（２）エコリフォーム
　窓や外壁、屋根、天井または床の断
熱改修工事など（一戸あたり３０万ポイ
ントを上限）

▼対象となる工事の詳細など／
　工事の基準・期間などの対象要件、
申請期限・交換商品などの詳細は、下
記の問合せ先で確認ください。
■問合せ先／住宅エコポイント事務局
（℡０５７０‐０６４‐７１７・ホームページ
http://jutaku.eco-points.jp/）

「
福
知
山
の
う
ま
い
も
の
展
」
が
厚

生
会
館
（
西
中
ノ
町
）
周
辺
で
開
催

さ
れ
、
福
知
山
の
お
土
産
、
料
理
、

農
産
物
な
ど
の
名
物
が
一
堂
に
集
ま

り
ま
し
た
。
当
日
は
「
お
も
ち
つ
き

体
験
」
や
「
ス
イ
ー
ツ
巡
り
」、「
ブ

リ
の
解
体
シ
ョ
ー
」
な
ど
の
ほ
か
、

今
回
初
企
画
と
な
る
「
魚
さ
ば
き
教

室
」
も
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
、
講

師
の 
桐  
本  
明 
さ
ん
か
ら
包
丁
の
使
い

き
り 
も
と 
あ
き
ら

方
や
素

材
の
う
ま

み
を
引
き

出
す
方
法

な
ど
、
プ

ロ
の
技
を

教
わ
り
ま

し
た
。

福
知
山
の

福
知
山
の

う
ま
い
も
の
展

う
ま
い
も
の
展

2
0
1
1

2
0
1
1

2 19日（土）、２０日（日） 

「広報ふくちやま」にあなたが写ってい
たら、写真（L判）を１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

みんなで楽しく「おもちつき体験」熱心にツバスのさばき方を教わる参加者

最
近
、全
国
各
地
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。ガ
ン
カ
モ
類
な
ど
の
死
亡
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。指
定
さ
れ
た
鳥
で
あ
れ
ば
、職
員
が
引
き
取
り

に
伺
い
ま
す
。　

■
京
都
府
中
丹
広
域
振
興
局　

森
づ
く
り
推
進
室（
℡
０
７
７
３
‐　

‐
２
５
９
３
）■
農
業
振
興
課（
直
通
℡　

‐
７
０
４
４
※
土
・
日
・
祝
は
代
表
℡　

‐
６
１
１
１
）

６２

２４

２２

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関

す

る

お

知

ら

せ
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今
年
も
引
越
し
の
多
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
引
越
し
の
と
き
に
出
る
ご
み
に
つ

い
て
は
、「
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・

出
し
方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
分

別
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
指
定
ご
み
袋
に
入
る
も
の
を
、
指
定
さ

れ
た
最
寄
り
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、

収
集
日
の
午
前
８
時　

分
ま
で
に
出
す
。

３０

②
市
環
境
パ
ー
ク
（
牧
）
に
、
分
別
し
て

直
接
持
ち
込
む
。

料
金
／　

㌔
㌘
ま
で
ご
と
に
２
０
０
円

２０

分
別
種
別
／

●
燃
や
す
ご
み
●
燃
や
さ
な
い
ご
み
●
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

●
空
き
ビ
ン
●
空
き
缶
●
ス
プ
レ
ー
缶
●

乾
電
池
●
ラ
イ
タ
ー
●
蛍
光
管
●
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
●
紙
パ
ッ
ク
●
ダ
ン
ボ
ー
ル
●

新
聞
●
雑
誌
●
衣
類
（
布
類
）
●
畳
●
家

具
類
●
ふ
と
ん
（
素
材
に
よ
り
燃
や
す
ご

み
と
燃
や
さ
な
い
ご
み
）
●
カ
ー
ペ
ッ
ト

類
●
木
材
（
２
㍍
以
内
に
切
る
。
竹
は
１

㍍
以
内
に
切
る
。
枝
は
取
り
除
く
。）

※
袋
に
入
れ
る
場
合
は
、
中
身
の
見
え
る

透
明
袋
で
お
願
い
し
ま
す
。

開
場
日
時
／
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
含

む
）
午
前
８
時　

分
〜
正
午
、
午
後
１
時

３０

〜
４
時　

分
３０

毎
月
第
１
・
３
回
目
の
日
曜
日　

午
前
８

時　

分
〜
正
午

３０
注
意
！

次
の
も
の
は
、
環
境
パ
ー
ク
に
持
ち
込
め

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
購
入
先
や
専
門
業
者

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
●
消
火
器
●
ペ

ン
キ
●
廃
油
類
●
劇
薬
・
農
薬
類
●
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
ボ
ン
ベ
●
バ
イ
ク
、
草
刈
機
な
ど
エ

ン
ジ
ン
の
付
い
た
も
の

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、

洗
濯
機
・
乾
燥
機
、
冷
凍
・
冷
蔵
庫
、
エ

ア
コ
ン
）

※
リ
サ
イ
ク
ル
の
手
続
き
は
、
家
電
販
売

店
で
引
き
取
っ
て
も
ら
う
か
、
リ
サ
イ

ク
ル
券
を
郵
便
局
で
購
入
し
、
指
定
運

送
会
社
（
日
本
通
運
℡　

‐
２
９
１
４
、

２２

フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
イ
ン
℡　

‐
２
５
３
０
）

２０

へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
は
、
次
の
業
者
に
収
集
を
依
頼

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

料
金
／
基
本
料
金
１
０
０
０
円
＋　

㌔
㌘

２０

ま
で
ご
と
に
５
０
０
円

三
和
・
夜
久
野
・
大
江
地
区
に
お
住
ま
い

の
人
／
エ
コ
ノ
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
℡　

‐
３４

１
９
９
１
）

右
記
以
外
の
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
／
福

知
山
環
境
事
業
協
同
組
合
（
℡　

‐
５
２

２４

７
５
）

ガ
ス
水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

３
月
か
ら
４
月
は
、
転
入
や
転
出
、
転

居
な
ど
異
動
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

ガ
ス
（
市
ガ
ス
）・
水
道
を
お
使
い
の
人

で
引
越
し
を
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
開
栓
・

閉
栓
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
開
閉
栓
作
業
が

非
常
に
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
４
〜
５
日

前
ま
で
に
お
客
さ
ま
番
号
（
現
在
使
用
の 

人
は
使
用
量
の
お
知
ら
せ
や
納
付
書
な
ど

に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
新
し
く
ご
使
用

に
な
る
人
は
建
物
の
ド
ア
ノ
ブ
の
エ
フ
に

記
載
し
て
い
ま
す
。）
を
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ガ
ス
の
開
栓
に
は
立
ち
合
い
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先
／
ガ
ス
水
道
部

営
業
課
料
金
係
（
℡　

‐
６
５
０
１
・　
　

２２

ＦＡＸ
２２

‐
６
５
５
５
）

※
土
・
日
・
祝
日
、
平
日
の
夜
間
（
午
後

５
時　

分
〜
翌
日
午
前
８
時　

分
）
は
、

１５

３０

福
知
山
市
上
下
水
道
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
（
℡　

‐
４
８
８
１
）
ま
で

２４

小小小小小小小小小小小小小小小型型型型型型型型型型型型型型型特特特特特特特特特特特特特特特殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊自自自自自自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動動動動動動車車車車車車車車車車車車車車車ににににににににににににににに該該該該該該該該該該該該該該該当当当当当当当当当当当当当当当すすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるる建建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設設機機機機機機機機機機機機機機機械械械械械械械械械械械械械械械
なななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどをををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおお持持持持持持持持持持持持持持持ちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんへへへへへへへへへへへへへへへ
　フォークリフト、ショベルなどで小
型特殊自動車に該当する建設機械など
は、軽自動車税の課税対象です。
　必ず軽自動車税の申告をして、ナン
バープレートの交付を受けてください。
　また、軽自動車税は、公道走行の有
無とは無関係に申告が必要で、４月１日
現在の所有者に課税されます。登録の
日付は、所有した日に遡って届出が必
要です。４月２日以降に届出されても、
購入や譲受けなどにより所有した日か
ら課税対象となりますのでご注意くだ
さい。

■税務課（℡２４-７０２４・FAX２３-６５３７）

引引
越越
しし
をを
ささ
れれ
るる
場場
合合
はは

必必
ずず
届届
けけ
出出
をを
！！

引引
越越
しし
家家
庭庭
ごご
みみ
のの

出出
しし
方方
にに
つつ
いい
てて

（（
おお
願願
いい
））

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
私
た
ち
の
命
、財

産
、自
然
を
守
る
た
め
、火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「
『
消
し
た
か
な
』
あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉
」
全
国
統
一
防
火
標
語



14H23（2011）．3．1　広報ふくちやま

「アンカーを囲むつどい」 

出演：徳田　章アンカー　柴田祐規子アンカー 

公開収録観覧申し込みの募集！ 
福知山市では、合併5周年および第26回国民文化祭の開催を控えて、NHK「ラジオ
深夜便のつどい」の公開収録を行います。ぜひ観覧申し込みください。 

ラジオ深夜便 
毎日、夜間から早朝にかけて放送されている中高年を中心に人気のあるラジオ番組です。 

日　時 平成23年4月15日 午後1時30分～4時（開場：午後1時） 

会　場 福知山市厚生会館 〒620-0038　京都府福知山市字中ノ（西中ノ）170番地の5 TEL.0773-22-4955

第1部 第2部 第1部 第2部 「明日へのことば　講演会」 

講師：ひろ　さちやさん 
（宗教評論家） 

入場無料 

主　催／福知山市・ＮＨＫ京都放送局・ＮＨＫサービスセンター　　入場料／無料 
観覧申込方法／郵便往復はがき（私製をのぞく）に、以下を記入してお申し込みください。 
　　　【往信用裏面】（１）郵便番号（２）住所（３）名前（４）電話番号 
　　　【返信用表面】（１）郵便番号（２）住所（３）名前 
　　　【返信用裏面】何も書かないでください。（抽選結果を印刷して返送します。） 
★応募多数の場合は、抽選のうえ入場整理券をお送りします。 
★入場整理券１枚で２人まで入場可能です。 
★お子様（１歳以上）も入場整理券が必要です。 
★インターネットオークションなどでの転売を目的としたお申し込みは、固くお断りいたします。 
　売買を目的としたお申し込みであると判明した場合には、抽選対象外とさせていただきます。　　 
★ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、NHKでは受信料のお願いに使用させてい
　ただくことがあります。 
申込先／〒620‐8501　福知山市まちづくり推進課「ラジオ深夜便のつどい」係 
申込締切／3月28日（月）必着　　　放送予定／4月22日（金）午後11時20分～午前5時 
（NHKラジオ第一、※午前1時からはNHKラジオFMでも同時放送します。） 
■問い合わせ先／まちづくり推進課国民文化祭係（℡24‐7033・FAX23‐6537） 
　　　　　　　　NHK京都放送局（℡075‐841‐4321平日・月～金　午前10時～午後6時） 
　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ http://www.nhk.or.jp/kyoto/

のつどい 

【プロフィール】 
ひろ　さちや 
1936年　大阪市に生まれる 
1960年　東京大学文学部インド哲学科を卒業 
1965年　同大学院博士課程を修了 
気象大学校教授を経て、大正大学客員教授 
仏教を中心に宗教をわかりやすく説き、多くの人
々の支持を得る。宗教思想の研究、講演などに活
躍。 

【プロフィール】 
徳田　章 
（とくだ　あきら） 
1952年、神奈川県生まれ。
東京アナウンス室勤務。 
これまで「のど自慢」の司
会や「ピタゴラスイッチ」の
ナレーションなどでおなじみ。 

【プロフィール】 
柴田 祐規子（しばた　ゆきこ） 
1989年（平成元年）入局。岡山、ア
ナウンス室、横浜勤務。これまで「経
済羅針盤」「きょうの料理」「週間ブ
ックレビュー」などを担当。朝の連続
テレビ小説「ファイト」やNHKスペ
シャルのナレーションなとも行う。 

　国民文化祭に関する福知山の取り組み状況や、市内の文化イベント、 
福知山踊り・大江山の鬼などについて紹介しています。 
　ぜひ、ご覧ください。 

市のホームページからもご覧になれます。 ホームページアドレス  http://fukuchiyama-kokubunsai.jp
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　連載してきましたドッコイセ検定も今月号で最後です。ぜひ問題に挑戦してください。

４１　福知山音頭にたびたび唄われる福知山城は、
明治初めに廃城となり、現在のお城は市民の瓦
一枚運動で再建されたものですが、いつ再建さ
れたでしょう。

　①昭和３１年　　②昭和６１年　　③平成１１年

４２　福知山踊りの普及のために開催される第３０回ドッ
コイセフェスティバルの演目でないのはどれでしょう。
　①地方大演奏　　②ドッコイセ歌コンテスト
　③ドッコイセふれあいコンテスト

４３　平成７年に橋の架け替えを記念して福知山踊
りのパレードを行った橋の名前は何でしょう。
　①音無瀬橋　　②土師橋　　③大雲

４４　江戸時代から明治時代まで１３代続いた福知山城
主である 朽  木 氏が、（　 ）の国から福知山藩にお国

くつ き

替えになり、その文化が福知山踊りに影響を与えた
といわれていますが、（　 ）に入るのはどれでしょう。
　①常陸（現在の茨城県）　　②摂津（現在の大阪） 
　③土佐（現在の高知）

４５　明治時代から大正時代に、福知山踊りの伝承
に尽くした大槻伝助さんが生みの親とされ、１９９９
年に復活した福知山踊りの踊り方は何でしょう。

　①舞傳流　　②麦傳流　　③米傳流

４６　この大槻伝助さんが描いた「改良した福知山
踊りの図」は何時代の踊りでしょう。

　①平安時代　　②江戸時代　　③明治時代

４７　現在の正調・福知山踊りの元となったといわれ
る福知山踊りの踊り方「岡屋流」を主に踊っていた
人たちは誰でしょう。

　①町民　　②武士　　③芸妓

４８　幕末から明治時代にかけての地元の名士、吉田
三右衛門さんが作ったとされる現在の福知山踊り
の踊り方に、影響を与えたといわれるものはどれで
しょう。
　①歌舞伎　　②能・狂言　　③太極拳

４９　福知山踊りは全国的にも有名な踊りであり、昭
和２９年に東京で開催された全国民謡大会でも
注目を集めましたが、その時、全国で何位になっ
たでしょう。

　①１位　　②２位　　③３位

５０　平成１２年から、ドッコイセまつりの「プラカー
ドコンテスト」で９年連続でナンバーワンを受賞
したのはどの団体でしょう。

　①福知山太鼓踊り振興会
　②福知山カネ踊り振興会
　③福知山ゲタ踊り振興会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【回答】
４１②、４２②、４３①、４４①、４５③、４６②、４７③、４８②、４９②、５０③
【一口メモ】
　昭和２９年８月２１日・２２日に、東京神田の共立講堂で行
われた産経新聞社主催の第１回都道府県対抗民謡大会
に、福知山踊りが京都府代表として
出場しました。当日は、会場に福知山
出身の芦田均元首相ら３０００人あまり
の愛好家が押し寄せたといいます。
福知山踊りは波いる全国の有名な踊
り団体を押さえて第２位の栄冠を勝
ち取りました。

■第２６回国民文化祭福知山市実行委員会事務局
（まちづくり推進課国民文化祭係内℡２４-７０３３・ＦＡＸ２３-６５３７）

ＰＲ隊長　まゆまろ
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みどりのカーテンで 
涼しさ日本一のまち福知山 
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　古くから地域の暮らしの中で大切にされてきた「湧き
水」は、時代の移り変わりとともに、私たちの住むこの福
知山でも忘れ去られようとしています。
　福知山環境会議では、市内に点在する 湧 き水を、地域の

わ

協力を得ながら整備 ･保存することにより 蘇 らせ、水資源
よみがえ

や自然環境の大切さを訴えていく活動に取り組んでいます。
　そこで、多くの人の知恵やアイデアを活動に活かしたい
と考えていますので、みなさんのご協力をお願いします。

　　　　　　　昔から大切にされてきた湧き水、
　　　　　　　　　身近な自然で再発見してみよう★
　　　　　　　　■福知山環境会議（環境政策室　℡ ２２-１８２７・FAX ２２-４８８１）

福知山市みどりの親善大使 

　自分で縫った服を着て、自分で作ったコー
ヒーカップでコーヒーを飲む。作ることが大好き
な私たち「作るを楽しむ会」は、名前のとおり作
ることを楽しむ人たちの集まりです。会員は現在
２０人。夜久野高原を中心に活動しています。
　高齢化の進むこの地域では、楽しいイベント
も少なく、文化や芸術に親しむ機会も多いとは
いえません。ウィンドウショッピングを楽しむことが少なく、創作に対する刺
激を受けたり、意欲を高めたり、実際に作るという機会も決して多いとはい
えません。
　福知山にあるせっかくの豊富な資源・おいしい農産物を活かして、創意工夫を凝らした手作りの木工製品や特産品を販売することが
できたら、農家の人たちの喜びも生まれ、地域が明るく元気になると思います。そのために、さまざまな企画を考えています。
★「手づくり講座」や「研修会」を開催！
　月１回講師を招き、手作りの技術を学ぶことで、自分たちで作ることを楽みながら身につけています。
また、京都百万遍などで開催されている「手づくり市」での研修も企画しています。
　手作りを通して交流の場を創出したり参加したりして、仲間の輪を大きくしていますので、興味の
ある人はぜひご参加ください。
★今年も「夜久野高原手づくり市」を開催！
　昨年に引き続き、第２回「夜久野高原　手づくり市」を３月２７日（日）に道の駅「農匠の郷やくの」
で開催します。　
　今回は、木工・陶芸・染色・織物・ガラス工芸・パッチワーク・帽子やバッグなどの布製品・焼き菓
子・味噌・ジャムなど１４０ブースが出展予定で、来場者には花苗の配布（先着２００人）や、子どもが
遊べるＳＬコーナーなども用意しています。農村でも楽しめる身近なイベントです。文化や芸術に
触れることで「作る」を楽しんでもらい、交流が深まればいいなと思っています。ぜひお越しください。
■作るを楽しむ会事務局（衣川　０９０-２１０９-０８９０・Eメールyakuno.hoshizora.999@gmail.com）
インターネットの夜久野情報サイト「夜久野からの便り」も、ぜひご覧ください。

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

作 る を 楽 し む 会  
つく　　　　　　　　　　　たの　　　　　　　　　　　かい 

活 動 内 容
・未整備の水場を市民の手で整備します。
・湧き水の由来を調べ、看板を設置します。
・水質を調べます。
・「福知山の湧き水めぐりマップ」を作成し、水めぐりを企画します。
・隠れた湧き水の発見と保存活動を行います。
・地球環境と水について学びます。

所在地湧き水などの名称

雲 原てんやの水１

天 座 一 区 万  亀 の 長  寿 の水
まん がめ ちょう じゅ

２

東 羽 合 羽  合  涸 れずの水
は ごう か

３

室 桜  地  蔵  岩  谷 の 復  活  水 
ちくら じ ぞう いわ たに ふっ かつ すい

４

荒 木 長  谷 の 一  杯  水 
なが たに いっ ぱい みず

５

森 垣ロクロ 不  動 の 観  音  水 
ふ どう かん のん みず

６

長 田 段 養  老  水  公  園 の 霊  泉  水 
よう ろう すい こう えん れい せん すい

７

三 俣 湯  上 の 泉 
ゆ がみ いずみ

８

菟 原 中 細  野  峠 の 観  音  清  水 
ほそ の とうげ かん のん し みず

９

菟 原 下 轟  水 
とどろき みず

１０

北 原 鬼  獄  稲  荷 神社の水
おに たけ いな り

１１

整備が完了した「てんやの水」（左）と「細野峠の観音清水」（右）

《市内で現在までに調査・確認できている湧き水》

「「手手づづくくりり講講座座」」ののよよううすす。。現現在在はは「「裂裂
きき織織りり講講座座」」をを毎毎月月第第２２日日曜曜日日 夜夜
久久野野ふふれれああいいププララザザ研研修修室室でで開開催催中中。。

昨昨年年のの「「夜夜久久野野高高原原
手手づづくくりり市市」」ににはは約約
５５００００００人人がが来来場場。。所所狭狭しし
とと並並んんだだブブーーススににはは、、
手手作作りりアアククセセササリリーーやや、、
おお菓菓子子ななどどのの食食べべ物物
がが並並びび、、大大盛盛況況ででししたた。。
本本年年ももぜぜひひおお越越ししくくだだ
ささいい。。

3 27日（日） 
開催！ 


